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空気が乾燥して寒さの増すこの季節は、風邪を始めとする様々な感染症が流行します。
今回は、これからの季節に流行しやすい感染性胃腸炎について紹介します。

＜家庭内感染を防ぐためのポイント＞

★嘔吐物の処理方法
ノロウイルスやロタウイルスはアルコールでは死滅しないため、次亜塩素酸ナトリウムで消毒を行います。

市販の塩素系漂白剤の中に次亜塩素酸ナトリウムが含まれているので、使用上の注意をよく読んで使用して

ください。

☆家庭用次亜塩素酸ナトリウム消毒液の作り方
用意するもの…次亜塩素酸ナトリウム（市販の塩素系漂白剤）、空の500㎖ペットボトルとキャップ

★手洗い
下痢が治まっても１〜２週間程度は便中にウイルスを排出するので、症状の有無に関わらず、排せつ後の手

洗いはしっかりと行うようにしてください。薬用石けんを使用し、最低でも30秒は時間をかけて、指の間や爪

の先まで忘れずに洗うようにしましょう。

また、感染者とのタオルの共用は避け、ペーパータオルや個人用のハンカチで手を拭くようにしてください。

＜感染性胃腸炎とは？＞
ウイルスや細菌などが原因となって引き起こされる感染性の胃腸炎で、嘔吐や下痢、腹痛や発熱など

の症状が現れます。

特に流行しやすく注意が必要なものは、ノロウイルスとロタウイルスです。

・ノロウイルス…秋から冬（11〜３月頃）に流行。乳幼児から高齢者まで様々な年齢層で発生する。

・ロタウイルス…冬から春（３〜５月頃）に流行。主に乳幼児の間で流行する。

＜もし発症してしまったら…＞
●脱水により命の危険にさらされることもあるため、こまめに水分補給を行い、早めに医療機関を受診

するようにしましょう。

●市販の下痢止めは、自己判断で使用することのないようにしましょう。

これからの季節…感染性胃腸炎に要注意 !!

ウイルスのしぶきを吸い込まないようマスクをつけ、また、嘔吐物に直接触れないよう手袋を二重に

装着して処理します。嘔吐物とその周りを広くペーパータオルで覆い、0.1％消毒液で10分間浸した後に

ゴミ袋に捨て、固く口を縛って一般の可燃ゴミとして処理します。

※次亜塩素酸ナトリウムの他にも加熱による消毒も有効です。加熱消毒を行う場合には、85℃以上の熱

湯もしくはスチームアイロンで１分以上加熱を行ってください。

0.1％消毒液（嘔吐物や便で汚れた箇所の消毒） 0.02％消毒液（よく触れる箇所の消毒）

次亜塩素酸ナトリウムを、500㎖のペットボトルに

キャップ２杯入れ、水を加えて500㎖にする。

次亜塩素酸ナトリウムを、500㎖ペットボトルに

キャップ1/2杯入れ、水を加えて500㎖にする。
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